
　国の補助（最大300万円）に加え、
津波浸水区域を対象に最大100万円の
直接支援が実現しました。修繕は、50
万円まで。共産党が実施を迫ってきた
ものです。

被災住宅の再建に助成 国保料が軽減される被災住宅の再建に助成

日本共産党仙台市議 嵯峨サダ子嵯峨サダ子
さが・さだこ▶市議5期。日本共産党仙台市議団長。1948年、大崎市田尻町の農家
に生まれる。涌谷高校卒。仙台のデパートに勤務。新日本婦人の会太白支部事務局
長等を歴任。夫、2女2男。

　昨年、国保料が２～３倍にはねあがっ
た人が続出。市民と共産党の共同した
運動が市政を動かし、低所得者向けの
減免制度ができました。

国保料が軽減される

市民の声で政治を動かす市民の声で政治を動かす

市政と市議会のご報告です

宅地災害へも助成実現
　甚大な宅地被害への救済制度は、ま
ったくありませんでしたが、大規模被害
を公共事業で復旧する制度が実現。擁
壁復旧へ市が助成する制度もできまし
た。共産党が国会、市議会で繰り返し
要求したものです。

宅地災害へも助成実現 土砂災害で住民説明会
　広島市の土砂災害を受け、仙台市は、
土砂災害の特別警戒区域（124ヶ所）
の住民に順次、説明会を開催中です。
共産党が「資料配布ですませず、説明
会を開き、住民に危険性を知らせ、避難
体制をとること」と求めてきたものです。

土砂災害で住民説明会

放射線量の測定が前進 保健室にエアコン
　空間放射線量を測定するモニタリン
グポストが市内７ヵ所に設置されました。
学校や保育所の給食食材、市民の持ち
込んだ食材の放射線検査も実施されて
います。

放射線量の測定が前進
　市内すべての小中学校の保健室にエ
アコンが実現しました。音楽室へも整備
することが決まっています。学校のトイ
レ改修や老朽化した施設の改善も前進
しています。

保健室にエアコン

　子育て、教育への市民の願いを市
政に届けるため、日本共産党は「子
ども署名」に取り組んでいます。市
長への要望項目は、右のとおりです。

ごいっしょに取り組みましょう 

●こども医療費を中学校卒業まで無料に 

●認可保育所を増設 

●学童保育の施設整備を 

●小中学校の全学年で 35 人以下学級を 

●市立の特別支援学校を新設 

●仙台市独自の奨学金（返還不要）を

子ども署名子ども署名

日本共産党 仙台市議団ニュース №582　2015年3月号 日本共産党仙台市議団　仙台市青葉区国分町３丁目　仙台市役所内
☎214-8786　fax211-8084　メール jcpsendai@nifty.com



2011 年度　　　2012 年度　　　　2013 年度

市政トピックス

使い残す予
定

福  祉 子育て
 復 興
敬老パスの事業費は激減 保育所の待機児童は

安倍政
い
権
いなり


暮
らし
ま
も


奥
山
市 

政

 
 

る



日
本
共


 
 
 

産
 

党


被
災
者
を
置
き
ざ
り


暮
ら
し
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建


　

復
興
公
営
住
宅
が
、
ぜ
ん
ぜ
ん

足
り
ず
、
約
８
０
０
世
帯
が
入
れ

復
興
計
画
を
終
了
し
ま
す
。

　

住
む
先
が
決
ま
ら
な
い
被
災
者

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

仮
設
住
宅
の
延
長
を
認
め
な
い
方

針
で
す
。

　

被
災
者
の
医
療
費
免
除
措
置

も
打
ち
切
り
、
お
金
が
な
く
て
病

院
に
行
け
な
い
人
が
命
と
健
康
を

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
（
免
除
措
置

　

被
災
宅
地
の
復
旧
支
援
は
、

今
年
３
月
で
中
止
し
ま
し
た
。

「
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
都
市
に
」


　
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
当

初
か
ら
「
市
の
計
画
の
３
２
０
０

戸
で
は
、
ま
る
で
足
り
な
い
。
入

居
希
望
は
３
９
０
０
世
帯
あ
る
」

と
指
摘
。
不
足
が
現
実
と
な
っ
た

い
ま
、
被
災
者
と
い
っ
し
ょ
に
増

設
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
復
興
の
た
め
の
予
算
は
、
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
被

災
者
の
生
活
再
建
に
十
分
回
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
そ
こ
に
メ
ス
を

入
れ
、
復
興
事
業
計
画
を
延
長

さ
せ
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅
の

増
設
、
家
賃
の
軽
減
、
宅
地
被

害
や
住
宅
再
建
へ
の
支
援
拡
充
、

医
療
費
免
除
の
対
象
拡
大
な
ど

実
現
さ
せ
ま
す
。

　
震
災
で
な
に
も
か
も
失
っ
た
被

災
者
が
、
最
後
の
ひ
と
り
ま
で

生
活
再
建
を
果
た
せ
る
ま
で
、

全
力
で
支
援
し
ま
す
。

　
奥
山
市
政
は
昨
年
、
地

下
鉄
東
西
線
の
開
業
を
機

に
、
市
中
心
部
に
行
く
バ

ス
路
線
を
大
幅
に
廃
止
・

縮
小
す
る
案
を
発
表
。
と

こ
ろ
が
市
民
の
猛
反
発
に

あ
い
、
修
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ス
路
線
は
、
縮
小
で

は
な
く
充
実
を
ー
ー
こ
れ

が
日
本
共
産
党
の
考
え
で

す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
中
小

企
業
を
地
域
経
済
の
主
役

に
位
置
づ
け
支
援
す
る
た

め
、
中
小
企
業
振
興
条
例

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
は
、
条
例
制
定
の
検

討
に
入
り
、
こ
の
ほ
ど
中

小
企
業
活
性
化
条
例
を
市

議
会
に
提
案
、
全
会
派
の

賛
成
で
成
立
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
に
修

正
案
も
提
案
し
ま
し
た
。

　
農
業
つ
ぶ
し
の
政
治
の

も
と
で
、
け
ん
め
い
に
復

興
に
向
か
う
仙
台
市
の
農

業
。
日
本
共
産
党
は
、
農

業
者
の
姿
を
議
会
で
訴
え

て
き
ま
し
た
。
農
業
を
地

域
産
業
の
重
要
な
柱
と
位

置
づ
け
、
市
議
会
で
繰
り

91

返
し
支
援
策
を
提
起
。
米

価
暴
落
に
対
し
、
概
算
金

へ
の
上
乗
せ
を
提
案
、
貸

付
へ
の
利
子
補
給
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
興
基
金
は
、
３
分
の
１
（ 

億
円
）
も
残
す
予
定
で
す
。
日
本

共
産
党
は
、
お
金
は
あ
る
の
だ
か

ら
、
ま
ず
は
被
災
者
と
市
民
の
生

活
支
援
に
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
。

　

奥
山
市
政
は
、
使
い
残
し
た
お

金
や
た
め
込
ん
だ
貯
金
を
、
開
発

型
の
公
共
事
業
に
つ
ぎ
込
む
つ
も

り
で
す
。
こ
う
し
た
お
金
の
使
い

方
を
転
換
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
。
な
の
に
奥
山
市
長
は
、

増
設
を
せ
ず
、
２
０
１
５
年
度
で

　
「
待
機
児
童
を
解
消
す
る
」
と

言
っ
て
市
長
に
な
っ
た
奥
山
市
長
。

は
、
一部
復
活
）。

子
育
て
支
援
は
未
来
へ
の
投
資


と
言
い
な
が
ら


し
か
し
、
解
消
ど
こ
ろ
か
増
え
る

15

いっ
ぽ
う
で
す
。
要
望
の
強
い
認
可

保
育
所
の
建
設
に
力
を
入
れ
な
い

か
ら
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
市

立
保
育
所
を
半
分
に
減
ら
す
計

画
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象


は
、
小
学
３
年
生
ま
で
（
通
院
）


に
と
ど
ま
り
、
全
国
的
に
も
遅
れ


て
い
ま
す
。
多
く
の
政
令
市
で
は
、


通
院
も
入
院
も 

歳
ま
で
無
料

で
す
。

22

10

　
市
民
の
声
に
こ
た
え
、
認
可

保
育
所
を
年
間 
ヵ
所
つ
く
り
、

４
年
間
で
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す

る
保
育
所
政
策
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

は
、 

億
円
（一
般
会
計
の
わ
ず

か
０
・
４
％
）
を
追
加
す
れ
ば
中

学
３
年
生
ま
で
通
院
も
無
料
に
で

き
ま
す
。
ワ
ン
コ
イ
ン
や
所
得
制

限
も
な
く
せ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
お
金
を
か
け
な

い
奥
山
市
政
に
た
い
し
「
子
育
て

予
算
は
、
未
来
へ
の
投
資
だ
。
出

し
し
ぶ
る
べ
き
で
は
な
い
」と
迫
っ

て
い
ま
す
。

増えるいっぽう

2013年 2014年 2015年
（いずれも4月1日現在）

1111人1111人

1083人1083人

939人939人

（利用者１人当たり事業費）

1万9000円1万9000円

高
齢
者
に
冷
た
く
 

地
方
自
治
体
の
大
事
な
仕
事


…



　

敬
老
パ
ス
は
、
利
用
者
負
担
を

増
や
し
上
限
額
を
決
め
た
た
め
、

高
齢
者
は
泣
く
泣
く
利
用
を
控

え
て
い
ま
す
。

　

国
保
料
は
、
国
が
出
す
べ
き

お
金
を
削
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、

市
民
に
負
担
を
お
し
つ
け
、
そ
の

結
果
、
支
払
い
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
保
険
料
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
ど
ん
ど
ん
値

上
げ
さ
れ
、月
額
５
４
９
３
円
（
第

　
「
福
祉
の
充
実
は
、
地
方
自
治

体
の一
番
大
事
な
仕
事
。
市
民
が

納
め
た
税
金
を
も
っ
と
福
祉
に
振

り
向
け
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て

い
ま
す
。

　
不
要
不
急
の
公
共
事
業
を
見

直
し
、
総
額
２
０
０
０
億
円
を
超

え
る
積
立
金
を
活
用
す
れ
ば
、

福
祉
予
算
は
確
保
で
き
ま
す
。

６
段
階
の
基
準
額
）。
制
度
発
足

時
の
２
倍
の
金
額
で
す
。

1万3800円1万3800円

2009年度 2013年度

12
　
敬
老
パ
ス
の
利
用
上
限
額

（ 

万
円
）
を
な
く
し
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、高
齢
者
と
い
っ
し
ょ

に
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
高
す
ぎ
る
国
保
料
、
介
護
保

険
料
・
利
用
料
の
引
き
下
げ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、

障
害
者
支
援
策
の
充
実
に
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
財
政
難
」っ
て
ホ
ン
ト
な
の
？


市財政
ここが問題


貯金は増やす

財政調整基金

296億円296億円
261億円261億円

196億円196億円

2011年度 2012年度 2013年度

復興基金 291億円
（被災者のためにと寄せられた寄付など）

91億円

　

奥
山
市
政

は
「
財
政
難
」

と
言
い
な
が

ら
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
予
算

を
ど
ん
ど
ん
削
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
財
政
は
、
３
年
連

続
で
黒
字
で
す
。
し
か
も
黒
字
額

は
、
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
貯

金
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
ま
す

（
上
グ
ラ
フ
）。
貯
金
額
は
、
政
令

市
に
移
行
後
、
最
高
で
す
。



　日本共産党と社民党は市議会に「原発再稼動中
止を求める意見書」を共同提案（2015年3月議会）。
しかし他党の反対で否決されました。

　本来、市議会は、市民の立場で市政をチェックしながら、市民の声を市
政に反映させていくことが役目です。ところが仙台市議会は、日本共産党以
外の党・会派が奥山市政を支える「オール与党」。市長が提案する市民
犠牲の予算や政策に、ほとんど賛成しています。
　日本共産党は、市民にとってよいものには賛成、悪いものには反対する姿
勢を貫いています。先の定例議会では、市長提案の80件に賛成、26件に
反対しました。

　目的や行き先も決まらないのに、議員1
人100万円の予算がつけられていた海外行
政視察制度は、廃止されました。
　議員が議会の会議などに出席した際、日
額5000円支給されていた費用弁償も廃止
です。
　これらは、共産党がいっかんして廃止を
主張していたもの。他の会派もはじめは廃
止をためらっていましたが、賛成しました。
　政務活動費は、共産党の主張が生かさ
れ、領収書は1円以上すべて添付が義務付
けられました。
　政務活動費について共産党は、茶菓代も
含め、飲食代はいっさい支出しない、出張
の際の宿泊費には上限を設け、実費支給と
する、グリーン車は使わないなど、自主的
な取り組みをしています。

議会改革にも役割

女川原発の
再稼動をやめさせる

提出者

提出者

戦争立法は許さない

日本共産党
社民党

自民党系 ×

民主党系 ×

公明党 ×

 ×

意
見
書
へ
の
態
度

　
○…

賛
成
　×

…

反
対

提出者

提出者

日本共産党

社民党

自民党系 ×

民主党系 ×

公明党 ×

みんなの党（当時） ×

日本共産党は、市民の立場で
市政をチェック
日本共産党は、市民の立場で
市政をチェック
市長の予算にぜんぶ賛成の他党派

意見書への態度
　　○…賛成　×…反対

－ …その当時、会派未結成

議　　　　案 自民系 民主系 公明党 社民党（旧）みんな 共産党

消費税増税分を公共料金に転嫁 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 反対

国保料の算定方式見直し
（低所得世帯などが大幅値上げ）

賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 反対

市立保育所の廃止・民営化 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 反対 

敬老パス値上げ 賛成 賛成 賛成 賛成 ̶ 反対

　市議会では、日本共
産党と社民党が共同で
「集団的自衛権行使を
容認する解釈改憲を行
わないことを求める意
見書」を提案しました
（2014年6月議会）。
　他の党にも共同提案
を呼びかけましたが、
残念ながら他党は賛同
せず、意見書を否決し
てしまいました。

　安倍政権は、集団的自衛
権行使を容認する閣議決定
（昨年7月）を具体化する一
連の法案を国会に提出し、
力づくで押し通そうとしていま
す。法案は、自衛隊がアメリ
カ軍の戦争に戦場まで行って
軍事支援するというもの。ま
た、無法な侵略戦争にも参
加するというものです。
　憲法9条を破壊するくわだ
てを許してはなりません。

みんなの仙台
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